
サステナビリティ重要課題１０ 顧客の満⾜と信頼の追求

安⼼‧安全な商品のために 

安⼼‧安全な商品のために 

※ このページでは、卸店に出荷する前のものを「製品」、出荷後のものを「商品」と使い分けて、記載しています。 

基本的な考え⽅ 

ライオンは、ものづくりのはじめから、お客様が商品を使い終わるまでのすべての段階で品質保証活動を推進し、お客様に満⾜していただける商
品をお届けします。具体的には、①製品企画②製品開発③⽣産④販売⑤お客様対応という企業活動のすべての段階においてポイントを定め、
お客様満⾜を追求しています。 
お客様からいただいた貴重なご意⾒等をもとに、ニーズをしっかりと把握して製品を企画し、製品開発段階では、機能‧性能等の7つの指標
で品質を検証するとともに、お客様にとって「読みやすい」「わかりやすい」表⽰を検討しています。⽣産段階では各⼯程で品質管理を徹

底し、検査に合格したものを出荷します。出荷の際にはロット管理を徹底し、販売後の管理にも役⽴てています。さらに卸店‧販売店への商品説

明や試供品の配布等を通じて、様々な情報を発信しています。 

全体像 

お客様の声による商品づくり 
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＊ 「研究開発」については、こちらをご覧ください。 

安全で高品質な商品づくり 
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品質保証、安⼼‧安全への取り組み お客様の声にお応えする取り組み 

お客様への情報提供の強化 

取り組み 
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責任ある表⽰‧広告の取り組み 

品質保証への取り組み 考え⽅ 品質⽅針 

安⼼‧安全への取り組み 

薬品安全性に関する外部イニシアチブへの参画 動物実験に対する⽅針 

安⼼‧安全な商品のために 

品質保証、安⼼‧安全への取り組み 

※ このページでは、卸店に出荷する前のものを「製品」、出荷後のものを「商品」と使い分けて、記載しています。 

考え⽅ 

より良い習慣づくりで、⼈々の毎⽇に貢献する優良な製品‧サービスを提供し、お客様の満⾜と信頼を獲得することはライオンの使命であ
ると考えています。 

品質⽅針 

当社は「品質⽅針」に基づき、お客様のご要望に応える安全で⾼品質な商品づくりを推進しています。 

ライオングループの信頼性保証体制
2018年、サプライチェーン全体を対象に「製品マネジメントシステム」を軸としたさらなる品質保証強化を⽬的に「信頼性保証部」を設

置しています。 

品質保証活動を全社で推進するために、この「信頼性保証部」を事務局とし、「企画部⾨」「⽣産部⾨」「研究開発部⾨」「お客様センタ 

ー」「本社スタッフ部⾨」から構成される「CS∕PL＊委員会」を設置しています。本委員会は当社の品質保証活動を統括するもので、法令の

遵守、⾃主的な基準‧⽬標の設定、優良製品の開発に関して、信頼性保証の観点から全社的な推進と課題への対応状況の把握等を⾏っています。

当社は⽇⽤雑貨から医薬品まで製造‧販売していることから、品質保証体制もその基準に則ったものとなっています。また、万が⼀当社製品に

重⼤な問題が発⽣した場合に備え、事故および被害に遭われた⽅への対応、⾏政およびお客様への情報開⽰、製品回収、再発防⽌策の策定等の

⼀連の対応を迅速に⾏う体制を構築しています。 

信頼性保証体制 

＊ CS Customer Satisfaction（お客様満⾜) 
PL Product Liability（製造物責任） 

ライオングループの信頼性保証体制 
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品質保証への取り組み 

「製品マネジメントシステム」の整備‧運⽤ 

当社は、「品質⽅針」に基づいて「より良い習慣づくりで、⼈々の毎⽇に貢献する優良製品」を着実にかつ合理的に開発するために、製品開
発の各段階での業務プロセスや品質保証を定めた規程である「製品マネジメントシステム」を整備しています。 
このシステムは、品質マネジメントシステム（QMS：Quality  Management  System）の国際規格であるISO9001（JISQ9001）に準拠し、
製品の開発ステップ（戦略〜企画〜開発〜⽣産〜販売〜改良‧廃⽌）に関わる品質保証プロセスの流れや仕組み、果たすべき事項を規定し、
運⽤しています。なお当社は、本社、札幌オフィス、仙台オフィス、名古屋オフィス、⼤阪オフィス、福岡オフィス、シンガポールオフィス、研究所（平井
研究所、⼩⽥原研究所）、⼯場（千葉⼯場、⼩⽥原⼯場、⼤阪⼯場、明⽯⼯場）において、「ISO9001」の認証を取得しています。 

品質監査 

監査責任者および監査メンバーにより、⾃社および委託先の品質監査を定期的に実施し、その都度改善指導を⾏っています。調査対象となる
⾃社および委託先の中から、前回調査の実施時期、評価内容等を考慮して実地調査を⾏います。 

海外グループ会社間の品質管理ネットワークの強化 

ライオングループは、「より良い習慣づくりで、⼈々の毎⽇に貢献する優良な製品‧サービスの提供」をアジアで展開しています。近年は、当社海
外グループ会社間の輸出⼊ビジネスが拡⼤する⼀⽅で、国際的潮流として規制強化の動きも活発になり、これまで以上に各国の品質管理担当者
の連携が重要になっています。 
そこで2018年から、海外グループ各社の輸出⼊、品質管理担当者が⼀同に会する「アジアQA（Quality Assurance：品質保証）会議」を毎年開
催しています。2020年以降オンラインで開催していた本会議も、2023年は4年ぶりに対⾯会議形式で、ライオンケミカル（株）坂出事業所の
協⼒により、坂出での会議の開催及び現場確認を⾏いました。ライオングループの品質保証体制強化を⽬的に、現地での業務における現状や課
題、今後の連携体制の構築等を中⼼に意⾒交換を⾏っています。 
今後もこのような取り組みを重ね、各国のお客様によりよい製品‧サービスをお届けできるよう、努めていきます。 

「アジアQA会議」の様⼦（2023年） 
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安⼼•安全への取り組み 

お客様に安⼼してお使いいただけるよう、原料および材料、商品使⽤時の安全性について評価しています。 

原料および材料の安全性 

原料については、まず既知のデータ‧情報をもとに、その原料がどのような物理化学的な特徴をもっているか、有害な性質等がないか（有害性評
価）、開発予定の製品の原料として安全に使いこなせるのか（リスク評価）を確認します。当社製品をお使いいただいている幅広い層のお客様
のことを考えながら、国際機関の安全性レポート、国内外の規格基準等も参考に配合の可否を判断しています。また健康⾯の確認だけではなく、
商品が家庭で使⽤された後の環境に対する影響についても、同様に、最新の科学的評価に基づいて検討 しています。総合的に注意を要すると判
断した物質については、リスト化し管理を徹底しています。 
既知のデータだけでは判断が難しい場合には、公定法等の客観的な評価法を⽤いて安全性試験を⾏います。試験を⾏うときには製品としての使
い⽅も考えて、その原料が安全に使える範囲を⾒極めるようにします。最終的に使⽤可能と判断できた原料については医薬品‧⾷品、医薬部外品

‧化粧品、雑貨等の⽤途に応じた規格を定めて、この規格に適合する原料を⽣産に⽤いるようにしています。 

製品の内容物を格納する容器‧包装や成形品等の材料についても、原料と同様に、適切な規格に適合するものを採⽤しています。 
製品を上市した後も、使⽤している原料および材料に関する研究情報を解析し、継続使⽤に問題がないことを確認しています。 
また、原料に由来したり、製造プロセスで⽣じる微量の不純物が、製品に含まれることがあります。健康上の懸念がない場合であっても、当社は合
理的に達成可能な限り不純物を低減できるよう、原料購⼊段階や⽣産段階での品質管理を進めています。⼀例として、 2012年に国から「⾮意図
的にポリ塩化ビフェニル（PCB）を含有する可能性がある有機顔料」に関する発表が⾏われた際の対応を挙げます。この時も当社では遅滞
なく製品の安全性に何ら問題のないことを確認しました。その後も国の指導⽅針に従い、「利⽤可能な最良の技術」（BAT）が適⽤された原料
を購⼊‧使⽤しております。このように、当社製品に含有され得る不純物の量は、お客様と環境に安全なものとなっています。 

⾹りに関する⽅針 
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商品使⽤時の安全性 

お客様の様々な商品の使い⽅や社会的弱者の⽅々に配慮し、製品設計の段階でリスクを回避するという考えのもと、製品の安全性評価を実施
しています。 
評価はチェックシートを⽤い、「通常使⽤」〜｢誤使⽤｣までの安全性が製品設計の段階で確保できているかを確認します。「異常使⽤」の場
合であっても、リスクの低減が可能かどうか、リスクは許容できるかどうかを評価し、必要に応じて注意表⽰を⼗分に⾏う等製品の安全性確保
へ反映させています。 

また、関連する部⾨から構成される「品質確認検討会」において、商品の使⽤に関わる被害の防⽌、安全性を確認すべき項⽬の抜け防⽌を⽬的

に、お客様の使⽤場⾯を想定した視点からのチェックを実施しています。 

万が⼀の製品トラブルが⽣じた場合に備え、製品リコール等が迅速にできるよう社内体制を整備しています。 

⾝体トラブル情報の⼀元管理体制 

事業者には、お客様からの⾝体トラブル情報をいち早く収集して集中的に管理し、適切な対応を迅速にとることが求められています。当社の商品

を使⽤されたお客様からの⾝体トラブル情報は、お客様センターに集約し⼀元管理をしています。いただいた内容は複数の専⾨部所と共有し、

経営トップへの報告も含めて、すぐに適切な対応を実施できる体制となっています。 

今後も情報の⼀元管理の重要性を対応者に教育し、情報の収集と管理を継続します。 
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責任ある表⽰•広告の取り組み 

基本的な考え⽅ 

当社は、「ライオン企業⾏動憲章」「⾏動指針」に則り、医薬品医療機器等法、景品表⽰法、健康増進法等の関連法規遵守はもちろんのこと、
お客様の視点を考慮し誤解や不快感を起こさない、正確で節度ある広告‧宣伝を⾏っています。 
販売するすべての製品（⾷品‧医薬品等含む）の表⽰‧広告の品質向上に向けて、基本的な考え⽅を明確にし、「製品マネジメントシステ
ム」の製品開発の各ステップにおいて、的確かつ適切な表⽰作成を⾏うためのガイドラインである「表⽰作成マニュアル」を定めています。
このガイドラインは、当社がお客様を対象に販売する製品（試供品を含む）のパッケージ、形状の他、取扱説明書、パンフレット、セールスハン
ドブック、広告宣伝等の表現のすべてに適⽤されます。 

当社製品の表⽰‧広告はこのガイドラインに従い、表⽰‧広告確認専任スタッフによる厳しいチェックや適宜外部専⾨家（弁護⼠等）によ
る確認を⾏う等、徹底した管理体制によりお客様にとってわかりやすく認識しやすい表⽰の推進をしています。 
表⽰‧広告確認専任スタッフは、⾏政主催の講習会や各種外部セミナーへの参加や適宜外部専⾨家へのヒアリング、⾏政相談を実施することで、
最新の法解釈、⾏政動向や社会動向の変化を的確にとらえた表⽰品質の判断、助⾔ができるよう、専⾨能⼒の向上維持に努めています。 

OTC医薬品＊事業における表⽰•広告 

医薬品に表⽰すべき内容は医薬品医療機器等法に定められています（法定表⽰）。⼀⽅、医薬品広告の適正化については、法的規制として、
医薬品医療機器等法、医薬品等適正広告基準が、また、業界の⾃主規制として⽇本⼀般⽤医薬品連合会による「OTC医薬品等の適正広告ガイド
ライン」があります。 
⼈の⽣命と健康を守る医薬品の広告は、マーケティングとしての情報だけでなく、お客様に医薬品の適正使⽤を促すための情報であって、誤
⽤を招いたり、安易な使⽤による乱⽤‧連⽤を促すようなものであってはならないと考えます。 
当社では、医薬品の法定表⽰については、「医薬品原稿シート」を、広告については、医薬品等適正広告基準に基づいて策定した「広告チェ 
ックシート」を制作部⾨、表⽰‧広告確認部⾨で共有しています。医薬品医療機器等法に定められた表⽰や広告規制の共通理解に基づく作成、
管理により、効率的かつ的確な適正表⽰の推進に取り組んでいます。 
⽇本⼀般⽤医薬品連合会では広告の適正化を⽬指して「広告審査会」を設置し、医薬品広告の事後審査を⾏っています。「広告審査会」

は、第三者委員とOTC医薬品メーカーから選出された委員にて構成され、OTC医薬品の広告表現を適正化し、その信頼性を⼀層⾼めることを
⽬的に活動を⾏っています。当社は企業側の委員として参加し、OTC医薬品の広告の適正化に貢献しています。 

＊ OTC医薬品：薬局‧薬店‧ドラッグストア等で処⽅せん無しに購⼊できる医薬品 

（出典：⽇本OTC医薬品協会） 
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⾷品事業における表⽰•広告 

⾷品に表⽰すべき内容は⾷品表⽰法にもとづく⾷品表⽰基準によって定められています（法定表⽰）。また、当社が扱う健康⾷品の表⽰広告の適
正化については、法的規制として、景品表⽰法、健康増進法等が、公正競争規約として特定保健⽤⾷品の表⽰に関する公正競争規約及び同施⾏
規則が、業界⾃主規制として「機能性表⽰⾷品適正広告⾃主基準」等があります。 
⾷品には、三つの基本的な機能があります。その⼀つが最も重要な栄養機能(⼀次機能であり、次が感覚‧嗜好機能(⼆次機能、そして三つ⽬が健康
の維持や向上に関与する⽣体調節機能(三次機能です。当社が販売する⾷品は、この三次機能の役割を果たす健康⾷品であり、健康への効果
が期待される反⾯、医薬品との誤認や過⼤な効果が得られるかのような誤認がないよう適切なマーケティング活動が求められると考えます。 当
社は、健康⾷品の法定表⽰については、「⾷品原稿シート」を、広告については、関連法規、業界⾃主ルールに基づき策定した「⾷品広告チェック
シート」を活⽤しています。さらに、健康⾷品の広告チェックでは、お客様への適切な情報提供を⽬的に、第三者的な視点として、必要に応じて外
部専⾨家（弁護⼠等）によるチェックを広告確認ステップに設定しています。

＊ 健康⾷品 
⼀般的に、健康に良いことをうたった⾷品全般のことをいいます。健康⾷品のうち、国が定めた安全性と効果に関する基準等に従って機能性が表⽰されている⾷品
は「保健機能⾷品」といい①「機能性表⽰⾷品」②「特定保健⽤⾷品」及び③「栄養機能⾷品」の３種類があります。 

①「機能性表⽰⾷品」

事業者の責任において、科学的根拠に基づいた安全性や機能性等の情報を販売前に消費者庁⻑官に届け出て、機能性を表⽰した⾷品 
②「特定保健⽤⾷品」

安全性及び健康の維持増進に役⽴つ効果について国が審査し、消費者庁⻑官が保健機能の表⽰を許可している⾷品 
③「栄養機能⾷品」

⼈での効果の科学的根拠が認められている栄養成分（ビタミン等）を⼀定の基準量含まれ、事業者の⾃⼰認証により国が定めた栄養機能が表⽰されている

⾷品 

消費者庁からの広告表⽰に関する勧告について 

2015年9⽉15⽇から11⽉27⽇までの間に⽇刊新聞紙に掲載した、当社特定保健⽤⾷品『トマト酢⽣活 トマト酢飲料』において⼀般消費
者の誤認を引き起こす広告を掲載したとして、消費者庁より健康増進法にもとづく勧告を受けました。 

当社は、この勧告を真摯に受け⽌め、広告出稿時の管理体制をより⼀層強化し、今後も再発防⽌策を着実に推進していきます。 

適正使⽤に向けた取り組み 

当社の健康⾷品、中でも錠剤形状等の加⼯⾷品については、⼿軽に摂取できる反⾯、過剰摂取等のリスクがあります。当社は、摂取⽬安量を製品
表⽰の前⾯に⼤きく表⽰する等、⽣活者が適切に健康⾷品を使⽤できるようわかりやすい表⽰を⼼がけています。 

アレルギー表⽰

当社では、アレルギー物質として⾷品表⽰基準で表⽰義務となっている特定原材料８品⽬と特定原材料に準ずるもの20品⽬＊について、原
料メーカー‧サプライヤーに使⽤の有無を確認しています。特に機能性関与成分（機能性表⽰⾷品）や関与成分（特定保健⽤⾷品）につい
ては、適宜試験を実施することで適切な表⽰に努めています。 

また、当社⾷品安全チームを中⼼に、アレルギー表⽰に関する法令の⾒直し等の動きについての情報を社内で共有しています。 

＊ 特定原材料（８品⽬）：卵、乳、⼩⻨、そば、落花⽣（ピーナッツ）、えび、かに、くるみ特
定原材料に準ずるもの（２０品⽬）：りんご、オレンジ、⼤⾖、ごま 等 
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販売地域の⾔語での表⽰ 

お客様が商品の特⻑等を正確に理解できるよう、販売地域の法令に従い、使⽤⽅法、成分等を現地の⾔語で表⽰しています。 

『キレイキレイ ハンドソープ』の表⽰例 

タイ語 韓国語 中国語 

従業員の教育•研修 

製品の表⽰‧広告に関わる関連法規（医薬品医療機器等法、景品表⽰法等、健康増進法等）に関するコンプライアンスの徹底を図るため、

全従業員へe-ラーニング研修を、そして関連する部⾨へ学術研修を法規教育の⼀環として実施しています。 

OTC医薬品 

当社では、安全性情報の取扱いや適正使⽤の知識習得のため、GVP省令（医薬品、医薬部外品、化粧品、医療機器及び再⽣医療等製品の
製造販売後安全管理の基準に関する省令）に基づき、毎年、医薬品等の企画‧販売に従事する従業員へ安全性に関する教育を⾏っています。
この際、定められた広告‧宣伝に係る教育⼿順により、適正なプロモーション活動のための教育を実施しています。本教育の中で、関連法規及び適切
な表⽰‧広告に関する教育を実施しています。 
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薬品安全性に関する外部イニシアチブへの参画 

医薬品の安全性に関する活動 

⽇本では医薬品や医薬部外品等を製造販売するには、医薬品医療機器等法により、製造販売業許可を取得していることが必要となります。法律

では、医薬品等の品質保証と製造販売後安全管理に関して、これらを適正に運営する体制を整備し、「総括製造販売責任者」、「品質保証責任

者」、「安全管理責任者」を設置し、管理監督を⾏うことが義務化されています。 

当社では、医薬品、医薬部外品、化粧品及び医療機器の製造販売業者として法令を遵守して適正な製造販売体制を運営しております。安全管理

業務は、GVP省令を遵守するよう⼿順書を制定してこれに従って業務を⾏い、「安全管理責任者」がこれら安全管理業務を管理していま

す。また、安全管理責任者は、安全管理部⾨の運営を⾏い、更に「総括製造販売責任者」が適正な運⽤を監督しながら、製造販売後安全管理

を実施しています。安全管理部⾨は、当社が販売している製品の市販後安全対策を実施し、医薬品等の安全性情報の集積とその評価、それに伴

い必要に応じて安全対策を取る等社内の業務⼿順書に従って業務を実施しています。 

安全管理実施部⾨へは、安全管理部⾨が教育研修を実施し、医薬品等の適正な使⽤の推進に向けて対応しています。 

関連する業界団体への参画 

当社は、販売する医薬品のさらなる安全性向上のため、1978年より⽇本OTC医薬品協会に加盟しており、当社は副会⻑会社として同協会
の活動に参画しています。⽇本OTC医薬品協会では、OTC医薬品の正しい使い⽅の広報活動、薬の添付⽂書の読みやすくわかりやすい表
現⽅法の研究等、OTC医薬品についてのあらゆる問題を取り上げ、検討しています。当社の「安全管理責任者」等が定期的に委員会に参加
し、医薬品医療機器等法やOTC医薬品の安全性に関する最新情報を収集し、安全管理業務や法令遵守に役⽴てています。 

当社では、⽇本OTC医薬品協会の他、医薬品では東京医薬品⼯業協会の会員会社として、医薬部外品や化粧品では⽇本⻭磨⼯業会、⽇本化
粧品⼯業会に参画して活動し、医薬品等の製造及び品質管理並びに製造販売後安全管理‧適正使⽤の推進に向け、規制等に関する調査や施
策の提案、お客様への適正使⽤の啓発活動を⾏っています。 

動物実験に対する⽅針 
ライオングループは、動物実験における国際的な3Rの原則（Replacement,  Reduction,  Refinement）を遵守するとともに動物福祉の

理念に賛同しております。 

多様な製品‧サービスをお客様にお使いいただくために、私どもは安全性の徹底追求と機能性向上に積極的に取り組んでいます。化粧品
（薬⽤化粧品含む）の商品開発に際しては、安全上の課題や法規制対応の必要がある場合を除き、動物実験を実施しないことといたしており
ます。その他の分野においても、根拠となる科学的データの精度や再現性に影響がない限り、代替法を活⽤しております。代替法がなく⽌むを得ず
動物実験を⾏わなければならない場合は、3Rの原則ならびに各国法に従った適正な実施に努めております。 

ライオン株式会社では⼀般社団法⼈⽇本化学⼯業協会Long-range  Research  Initiativeや⽇本動物実験代替法学会等への参画を通じ

て関連研究にも注⼒して参りました。今後も動物実験代替法の開発に積極的に取り組み、皆さまの健康増進と動物福祉向上の双⽅に資する事

業活動を推進いたします。 

3Rの原則：①Replacement（代替法の活⽤）、②Reduction（動物数の削減）、③Refinement（苦痛の軽減）
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サステナビリティ重要課題１０ 顧客の満⾜と信頼の追求

安⼼‧安全な商品のために 

お客様の声にお応えする取り組み 

考え⽅ 

ライオンでは、お客様からいただいたご相談は、製品の改良や新しい製品の開発、サービスの向上に活かすために、厳重な個⼈情報管理体制の下

でデータベースに登録した後、個⼈情報を除いて情報共有化システムにて全社で共有しています。 
中でもお客様満⾜に影響を与えると思われるものや、商品を直接ご利⽤いただくお客様の声からの気づきをVOC＊1レターとして経営 層や製
品の開発関連部⾨に⽇々共有し、お客様視点の把握や改善策の早期検討‧早期対応による品質向上に努めています。また、電  話やメール等で寄

せられるお客様の声だけでなく、SNS＊2等の⽣活者の声を幅広く把握し、解析をしています。さらに、お客様視点に⽴って事業活動を推進して
いくため、専任組織（お客様センター）がお客様の声を分析し、社内の各部⾨へ積極的に情報発信しています。 

＊1 [VOC] Voice of Customer（お客様の声） 

＊2  [SNS] Social Networking Service（X（旧Twitter）、Instagram等） 

全体像 

「お客さまの声をかたちに」については、こちらをご覧下さい。 

消費者志向⾃主宣⾔ 

当社は、お客様満⾜を最優先とする製品の開発･改良∕サービスの提供に取り組むとともに、環境保全活動の推進やコーポレートガバ

ナンス体制のさらなる充実を図り、すべてのステークホルダーからの期待に応えられる信頼性の⾼い企業を⽬指しています。現在、⾏政機関、

消費者団体、事業者団体が⼀体となり、企業の消費者志向経営の取り組みを促進していますが、当社においても、2017年1⽉、消費者志向経

営への積極的な取り組みを⾃主宣⾔し、その進捗をホームページで公開するとともに消費者庁に報告しています。

「消費者志向⾃主宣⾔」については、こちらをご覧下さい。 
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『消費者志向経営優良事例表彰』を2年続けて受賞 

当社は、消費者庁が主催する「消費者志向経営優良事例表彰」において、令和２年度は「内閣府特命担当⼤⾂表彰」を、令和3年度は花

王（株）とともに「選考委員⻑表彰」を受賞しました。この賞は、「消費者志向⾃主宣⾔」を公表し、宣⾔に基づいて優れた取り組みを⾏っ

ている企業を表彰するものです。 

この受賞を励みとし、今後も 消費者志向経営を推進し 、持続可能な社会への貢献を果たしていきます。 

ニュースリリース：『消費者志向経営優良事例 内閣府特命担当⼤⾂表彰 』 を受賞

ニュースリリース：花王とライオン、消費者志向経営優良事例表彰において新設の『選考委員⻑表彰』を受賞 

2023年の相談概要 
お客様センターには、毎年多くのお客様からの声が寄せられます。2023年は、約80,000件の相談があり（通販部⾨を除く）、前年⽐99%でした。相
談内訳は、製品の使⽤⽅法、取扱販売店、品質や安全性等に関するお問い合わせが全体の8割弱を占め、製品使⽤時のご不満や、トラブル等のご
指摘が約2割でした。今後もお客様が相談しやすい環境づくりを⽬指すとともに、相談には誠意をもって迅速に対応します。お電話やメールでの
お問い合わせ先は「お問い合わせ先＊」にも記載しています。 

＊  「お問い合わせ」については、こちらをご覧下さい。 

相談内容内訳（2023年）
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お客様の声を活かした情報の発信 

24時間365⽇、いつでもどこでもお客様のお悩みを解決できるよう、ホームページの「製品Q&A」では、よくいただくご質問への回答やトラ

ブルの解決⽅法、お客様の声を受けて改善した事例等を掲載し、多くのお客様にご覧いただいています。また、製品取扱店舗検索サービスやチャ
ットボットも導⼊しています。 

今後もお客様のお役に⽴つ情報を発信していきます。 

ホームページの「製品Q&A」
「製品取扱店舗検索サービス」

お客様の声を反映した製品の開発‧改良事例については、こちらをご覧下さい。 

従業員の積極的活動 

当社は、お客様にとってより⾰新的で価値の⾼い製品‧サービスを創造するため、必要な⼈材を採⽤‧育成し、⾃由闊達に物の⾔える企業⾵⼟

を醸成します。 

お客様の声を活かす⾵⼟の醸成 

すべての従業員がお客様視点で考え、⾏動する⾵⼟の醸成に取り組んでいます。新⼊社員や新任の製品開発者等を対象に、対応の⾳声記録を聴く
「お客様の声を聴く体験会」を⾏っています。対応接点の重要度を理解するとともに、お客様視点で業務を考える機会にしています。さらに、
企画‧開発部⾨や関連部⾨との定例報告会や事業所（営業、⼯場）にも相談状況報告会を定期的に実施し、情報の共有化を図っています。 
今後もお客様視点に⽴った製品‧サービスを提供できるよう、さらなる従業員の意識改⾰に努めていきます。 

従業員によるお客様の声を聴く体験 
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顧客視点の理解を⾏動変⾰に 

お客様の⽴場になって考え、⾏動する「顧客視点⾵⼟醸成」を⽬的に、超⾼齢社会への対応として、当社では、「⾼齢者疑似体験セット」を
お客様センターに常備しています。実際に⾼齢のお客様からのお申し出の声を聴くことと、疑似体験セットを装着した上で、製品の表⽰を⾒たり、
容器を持ったりすることで、お客様への理解を深め、「⼼遣い」や「相互理解」の気持ちを育み、⾼齢者に優しい⼈材を育成し、「製品開発」や「お
客様対応」「情報発信」等に活かしています。 
製品開発担当者だけでなく、電話対応のコミュニケーターや情報発信を担う「暮らしのマイスター」、新⼊社員等にも対象を広げていま
す。 

「暮らしのマイスター」による⾼齢者疑似体験の様⼦ 

お客様にご満⾜いただける応対を⽬指した取り組み 

電話対応のコミュニケーターが相談をいただいたお客様のお困りの状態を伺い、迅速かつ的確にお応えできるスキルと、製品や付随する幅広い知
識の習得を⽬的とし、電話対応研修を実施しています。様々な事例について対応者が議論し、お互いのスキルを⾼める研修や、製品の背景となる
健康やくらしに関する勉強会、お客様とのコミュニケーション⼒向上のために聞き取りやすい発声や⾔葉使いの     トレーニングを実施しています。
こうした活動の成果は第三者評価で確認し、お客様により満⾜していただける対応ができるように努めています。 

更なる製品‧サービスの品質改善およびお客様満⾜の向上を⽬指して 

当社は、リサーチ会社を通じて、企業ブランドの浸透状況を把握しています。以下の調査において「企業の製品‧サービスを利⽤しての推奨意
向、⾃分必要度や共感度等」（当社製品のユーザー：16歳以上の⼀般⽣活者男⼥）の結果を定点でみています。 

これからもお客様からの評価を客観的に把握することで、質の⾼い製品‧サービスの提供につなげていきます。 

2018年 2019年 2020年＊1 2021年 2022年 

アンケート全体回答者数（⼈） 752 784 783 773 783 

うち現ユーザー回答者数（⼈） 644 641 664 628 640 

回答率（％）＊2 85.6 81.8 84.8 81.2 81.7 

推奨意向（％）＊3 43.6 43.1 47.6 40.0 44.7 

⽇経リサーチ 「ブランド戦略サーベイ」調べ 

＊1  コロナ禍の影響により、衛⽣⽤品提供企業は全体的にスコアが上昇 

＊2 アンケート全体回答者のうち、現ユーザーであると回答した⼈数の割合 

＊3  現ユーザーの中で推奨意向があると回答した⼈の割合 
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安⼼‧安全な商品のために 

お客様への情報提供の強化 
※ このページでは、卸店に出荷する前のものを「製品」、出荷後のものを「商品」と使い分けて、記載しています。 

くらしに役⽴つ⽣活情報の発信と啓発活動 

ライオンでは健康で快適な⽣活に寄与する⽣活情報づくりと発信の拡⼤を⽬指し、⽣活者の皆様と積極的にコミュニケーションを図って
います。 

＊ 快適で健康な⽣活を送るための情報を研究‧発信するスペシャリスト 

「暮らしのマイスター」の活動紹介 

当社には「オーラルケア（⻭とお⼝の健康について）」「ヘルスケア（からだの健康、美容について）」「衛⽣」「お洗濯」「リビングケア（すま
いの清潔について）」の分野で、研究キャリアと専⾨知識を持つ暮らしのマイスターが活動しています。暮らしのマイスターは、毎⽇を健やかで快
適にするために役⽴つ⽣活情報を研究しており、さまざまなメディアやイベントを通じて、くらしを彩るアイデアを発信しています。 
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講習会を通じたお客様とのコミュニケーション 

中学校でのオーラルケア講習会 
（2023.11.29）

Kaji×Kajiハッピーシェア
台東区 ライオン共催 

家事シェアセミナー（2023.12.2）

サステナビリティ コミュニケーション冊⼦の発⾏ 

当社は⽣活者の皆様に、ライオンのサステナビリティへの取り組みを楽しく、簡単に理解してもらう
ことを⽬的にコミュニケーション冊⼦「数字で⾒る くらしのたいせつ」を制作しています。皆様の
くらしに密接に関係のある様々な社会課題を、数字を使って⽰すとともに、ライオンが商品づくり 
啓発活動 情報発信を通じてその解決に取り組んでいることを紹介しています。 
⽣活者の皆様との接点がある、健康、清潔 衛⽣、エコ（地球環境）に関する様々なイベントで配
付しています。 

「Lidea」は、ライオンの製品やそこに詰まった技術、⽣活への考え⽅を通して、くらしへの好奇⼼や、毎⽇を
慈しむ気持ちをプラスしていく⽣活情報メディアです。専⾨知識を持つ⽣活情報のスペシャリスト「暮
らしのマイスター」が中⼼となって、皆様のくらしに寄り添った確かな情報を提供しています。当社は
Lideaを通じてくらしに役⽴つ⽣活情報をお伝えするとともに、「Lidea」に蓄積された情報 
を活⽤して、様々な形でお客様とのコミュニケーションを深めていきます。 [Lidea]http 

s://lidea.today/ 

・

・

・

・
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視覚障がい者対応の取り組み 

視覚障がい者の⽅にも各種の情報を提供してまいりました。 

情報提供のはじまり 

ライオンでは洗剤やハミガキ、ハブラシ、ハンドソープ、住居⽤洗剤など毎⽇家庭で⾝近に使⽤される

家庭⽤品を全国に提供しており、すべてのお客様に製品とその情報を提供する事が当社の使命と考
えております。 

情報提供のはじまり 

「さわってわかる⻭みがきの本」について 

ライオンでは、⼤⽇本印刷株式会社と共同で、“触図”⼊りユニバーサルデザイン健康読本「さわっ

てわかる⻭みがきの本」を発⾏してきました。 

「さわってわかる⻭みがきの本」について 

製品のバリアフリー 

“バリアフリー”の視点を取り⼊れて開発した製品や、視覚障がい者の⽅が実際に使ってみて便利
に感じた製品をご紹介しています。 

製品のバリアフリー 

活動の履歴 

これまで⾏ってきた視覚障がい者の⽅向けの活動を時系列に掲載しています。 

活動の履歴 

サステナビリティWebサイト2024266

https://www.lion.co.jp/ja/contact/act/01.php
https://www.lion.co.jp/ja/contact/act/04.php
https://www.lion.co.jp/ja/contact/act/05.php
https://www.lion.co.jp/ja/contact/act/07.php

	01_表紙_目次｜サステナビリティ _ ライオン株式会社_
	02_マネジメントメッセージ｜サステナビリティ _ ライオン株式会社＿
	より良い習慣づくりで、⼈々の毎⽇に貢献する（ReDesign）
	掬川 正純
	⽵森 征之
	サステナビリティを経営戦略に組み⼊れた統合思考で、より良い習慣づくりによる社会への貢献と事業成⻑を⽬指します
	サステナビリティの経営戦略への統合
	より良い⽣活習慣の進化‧拡⼤で事業成⻑と社会課題の解決を⽬指す



	03_ライオンのサステナビリティ｜サステナビリティ _ ライオン株式会社＿
	基本的な考え⽅
	サステナビリティとは
	持続可能な開発⽬標（SDGs）への貢献

	サステナビリティマネジメント（推進体制）
	価値創造プロセス

	04_サステナビリティ重要課題と2030年目標｜ライオンのサステナビリティ｜サステナビリティ _ ライオン株式会社＿
	重要課題の特定
	バリューチェーンにおけるサステナビリティ重要課題のリスクと機会

	ライオングループ サステナビリティ重要課題（マテリアリティ）と2030年⽬標
	サステナビリティ重要課題と2030年⽬標
	PDF版


	2024_j_new
	05_サステナビリティ重要課題と2030年目標・指標、2023年実績、施策｜ライオンのサステナビリティ｜サステナビリティ _ ライオン株式会社＿
	サステナブルな地球環境への取組み推進
	ワークライフエンリッチメントの推進
	従業員の健康増進
	⼈権の尊重
	リスクマネジメントの推進
	ガバナンスの強化

	06_環境とともに｜サステナビリティ _ ライオン株式会社＿
	07_健康な生活習慣づくり｜サステナビリティ _ ライオン株式会社＿
	08_暮らし、まいにち、エコ。｜サステナビリティ _ ライオン株式会社_
	ライオンのエコ製品（環境配慮型製品）とは
	暮らしの中のエコ製品
	ライオンのこだわり

	09_ライオンエコ基準とは｜サステナビリティ _ ライオン株式会社＿
	ライオンエコ基準とは
	エコ製品売上⽐率の推移（国内）
	ライオンエコ基準の評価項⽬と評価基準

	ライオンの環境ラベル「暮らし、まいにち、エコ。マーク」
	その他「暮らし、まいにち、エコ。」マーク表⽰製品の例


	10_海外グループでの取り組み｜健康な生活習慣づくり｜サステナビリティ _ ライオン株式会社＿
	考え⽅
	海外グループ会社で⾏っているサステナビリティ活動

	11_Lion Corporation (Singapore) Pte Ltd_海外グループでの取り組み｜健康な生活習慣づくり｜サステナビリティ _ ライオン株式会社＿
	オーラルヘルスケア
	① National Dental Centre Singaporeと連携した2023年World Oral Health Day Public Forumに出展
	② 幼児からシニア対象のオーラルケア啓発活動をT32 Dental Groupと協働して展開
	③ Smileworks Dental Clinicに商品を協賛
	④ ⻭科医院を通じたオーラルヘルスケアの普及活動
	⑤  ⾼齢者のための地域⻭科健診 National Dental Centre Singapore（NDCS）との共同
	⑥ National Dental Centre of Singaporeと連携したシンガポールヘルス会議2022年への参加
	⑦ ⾼齢者向けオーラルヘルスケア啓発活動
	⑧ 健康促進局共同 放課後オーラルケアプログラム
	⑨ 健康促進局共同 放課後オーラルケアプログラム
	⑩ PAP Community Foundation（PCF）Sparkletots Preschoolと共同した教育イベントに協賛
	⑪  シンガポール⻭科協会のオーラルケア意識の向上に向けたキャンペーンを⽀援
	⑫ Singapore Oral Health Therapy Congress

	清潔衛⽣習慣
	Actions for Handwashing Day 2023
	① Manulifeと提携して正しい衛⽣習慣を啓発

	寄付活動
	Centre for Domestic Employees（CDE）共同 家事労働者を祝うオンラインイベント
	医療従事者を⽀援するために⻭科専⾨グループとの共同


	12_Lion Corporation (Thailand) Ltd._海外グループでの取り組み｜健康な生活習慣づくり｜サステナビリティ _ ライオン株式会社＿
	オーラルヘルスケア
	① ⾏政と連携した⼦どものむし⻭予防活動
	②  地⽅の保健所と連携した⾼齢者のお⼝の機能改善に向けた取り組み
	③ 「ライオン‧オーラル‧ヘルス アウォード」
	④ 政府の病院‧保健センターや販売店と連携した取り組み
	⑥ タイ南部の⾏政と連携した、むし⻭削減への取り組み
	⑦ 政府と連携したオーラルヘルスケア普及活動

	清潔衛⽣習慣
	Actions for Handwashing Day 2023
	② ⼩学校で「Happy Life Happy Home」プログラムを実施
	③ LION ⼿洗いステーション設置
	④ 官⺠連携プロジェクト

	環境保全活動
	① タイライオンコミュニティー周辺地域に向けた環境啓発
	②  環境フェア「エコプロダクツ展」で⻭みがき指導実施

	寄付活動
	www.lion-dent-health.or.jp
	ライオン歯科衛生研究所


	13_Southern Lion Sdn. Bhd. _海外グループでの取り組み｜健康な生活習慣づくり｜サステナビリティ _ ライオン株式会社_
	オーラルヘルスケア
	① Klang Valley市内の⻭科医院にオーラルケアブランド『Systema』『KODOMO』の推奨
	② ⼩児⻭科の専⾨家との連携により『KODOMO』ブランドの認知拡⼤
	③ Malaysia Society of Periodontology (MSP) と連携した『Systema』 Gum Health Day campaignを展開
	④ 『Fresh & White Raya』Roving campaignを実施
	⑤ ⻭科医療教育機関との活動を通じたブランド推奨の促進
	⑥ マレーシア⻭科学会（MDA）主催「第30回 MDA SCATE Malaysian Dental Association Scientific Convention and Trade Exhibition」に参加
	⑦ マレーシアの幼稚園‧⼩学校にて「ライオン衛⽣プログラム」を実施
	⑧ オンラインによる「ライオン衛⽣プログラム」
	⑨ 『KODOMO』ブランドチームによるオーラルケア啓発
	⑩ 中産階級に向けた⻭ぐきチェック
	⑫ 「Malaysian Dental Therapists' Scientific Conference (MDTSC)」に参加

	清潔衛⽣習慣
	Actions for Handwashing Day 2023
	① ジョホール州保健省と協働した乳幼児向けプログラム
	③ ⼦どもたちの清潔衛⽣⽀援活動
	④  先住⺠の⼦どもたちに向けたライオン衛⽣習慣普及啓発活動
	⑤ 難⺠の⼦どもたちに向けた健康‧清潔衛⽣⽀援活動

	環境保全活動
	① サザンライオン周辺区域で、グリーン化活動を展開
	② サステナブルなリサイクルキャンペーン
	③「サザンライオン  環境の⽇」に関する環境保全活動
	１．リサイクル可能材料の回収
	２．使⽤済み⾷⽤油で使った⽯けん作り
	３．植物の養⼦縁組プランテーション

	寄付活動
	活動1 地域社会に、衛⽣教育環境設備を提供
	活動2  恵まれない学⽣と家族への断⾷明け祝祭準備の寄付活動
	活動1 洪⽔にあった教育機関の清掃活動
	活動2  マレーシア⾚新⽉社と協業した洪⽔被害への物資提供
	活動3 NGOと協業した農村地域への啓発活動


	14_PT. Lion Wings_海外グループでの取り組み｜健康な生活習慣づくり｜サステナビリティ _ ライオン株式会社＿
	オーラルヘルスケア
	① オーラルケア教育イベント
	②  ⼤⼈のためのオーラルケア習慣の普及啓発活動
	③ World Oral Health Dayに学校でオーラルケア啓発活動実施
	④ 歩⾏者天国で、オーラルケアイベント実施
	⑤ インクルーシブ‧オーラルケア活動

	寄付活動

	15_Lion Corporation (Korea)_海外グループでの取り組み｜健康な生活習慣づくり｜サステナビリティ _ ライオン株式会社＿
	オーラルヘルスケア
	① ベビーフード企業と連携したオーラルケアのプロモーションを展開
	② 「Playtime Kids Cafe（プレイタイムキッズカフェ）」に遊びにきた⼦どもたちへオーラルケア啓発
	③ 保健所‧⼤学と共同した幼稚園‧⼩学校‧福祉施設でのオーラルケア指導
	④ 「⼩学⽣⻭みがき⼤会」の実施
	⑤ ⼊学祝いに⻭みがきセットをプレゼント
	⑥  健康についての講演を地域住⺠へ実施
	⑦ 保健所と共同の「⻭みがき相談室」

	清潔衛⽣習慣
	Actions for Handwashing Day 2023
	① 障がい者との協創による『Ai! Kekute』限定企画品 Season4 企画
	② ⾃治体と連携した清潔衛⽣習慣定着活動
	③ 地域社会の清潔衛⽣習慣づくりによるマタニティ⽀援施策「ヨチヨチキャンペーン」
	④ 衛⽣教育キャンペーン「出動!スーパー健康ヒーロー」
	⑤ 疾病管理庁の国⺠向け「正しい⼿洗いキャンペーン」に協⼒
	⑥ 『Ai! Kekute（アイケクテ）』とCGVとのコラボ広告宣伝企画
	⑦ 社会的弱者への健康⽀援活動
	⑧ 「幸福アライアンス（Happy Alliance）」＊と共同で⾏う児童衛⽣教育プログラム等の推進
	⑨ MZ世代＊をターゲットとする健康管理モバイルアプリ「Challengers」と連動した「より良い習慣づくり」プロモーションを展開
	⑩ 「緑の傘⼦供財団」共同『Ai! Kekute』のカラフル‧トイレ‧キャンペーン
	⑪ 『Ai! Kekute（アイケクテ）』⼦ども向け⼿洗い教室

	環境保全活動
	① 仁川広域市協⼒スングギチォン環境浄化活動
	② 森作りプロジェクトの⽀援

	寄付活動

	16_獅王日用化工（青島）有限公司_海外グループでの取り組み｜健康な生活習慣づくり｜サステナビリティ _ ライオン株式会社＿
	オーラルヘルスケア
	①  ⻭科医院や教育機関と連携した⼦ども向けオーラルケア啓発活動
	② IBQ⻭科クリニックと協働でオーラルケア教育活動
	③ NEOBIO Parent-Child Paradiseにてプロモーションを展開
	④ “MMBang" Mother Care Institutionにて出産前の⺟親を対象としたオーラルケア啓発活動
	⑤ マタニティ教室の⽀援
	⑥ プレママへのオーラルケア意識啓発の実施
	⑦ 「⼩学⽣⻭みがき⼤会」の実施

	清潔衛⽣習慣
	①  幼児教育施設で⼦どもたちへ⼿洗い習慣普及活動実施
	②  幼稚園での⼿洗い習慣普及活動実施
	③  タクシーの中で⼿洗い啓発動画を投影
	④  上海の病院で「⼿洗いと健康」を⾼める活動実施
	⑤  上海の⼤型公園で「ライオン幸せ⽣活館」設置

	寄付活動
	病⽤治療中の⼦どもたちへの慈善寄付活動


	17_獅王（香港）有限公司_海外グループでの取り組み｜健康な生活習慣づくり｜サステナビリティ _ ライオン株式会社＿
	オーラルヘルスケア
	① 「Love Teeth Day」イベント協賛
	② 幼稚園‧保育所での⼝腔保健教室⽀援

	清潔衛⽣習慣
	Actions for Handwashing Day 2023


	18_獅王家品股份有限公司_海外グループでの取り組み｜健康な生活習慣づくり｜サステナビリティ _ ライオン株式会社＿
	オーラルヘルスケア
	「⻭みがき教室」の実施
	⼩学校（⽇本⼈学校）の「⻭みがき教室」の様⼦
	⼩学校（現地校）の「⻭みがき教室」の様⼦

	清潔衛⽣習慣
	Actions for Handwashing Day 2023
	①  幼稚園での「⼿洗い習慣」啓発活動の実施
	②  ⼩学校での「⼿洗い習慣」啓発活動

	寄付活動

	19_Lion Kallol Limited_海外グループでの取り組み｜健康な生活習慣づくり｜サステナビリティ _ ライオン株式会社＿
	20_アジアを中心とする各国で開催している「小学生歯みがき大会」｜海外グループでの取り組み｜健康な生活習慣づくり｜サステナビリティ _ ライオン株式会社＿
	21_アジアで実施している清潔・衛⽣習慣への取り組み｜海外グループでの取り組み｜健康な生活習慣づくり｜サステナビリティ _ ライオン株式会社＿
	22_考え方と方針／マネジメント｜環境とともに｜サステナビリティ _ ライオン株式会社_
	考え⽅
	環境⽅針
	環境マネジメントシステム
	ISO14001認証取得状況

	環境管理体制
	経営者によるトップ環境監査
	内部環境監査

	法規制の遵守
	廃棄物の適正処理
	PCB廃棄物の適正な保管と処理
	フロン類の適正管理
	環境に関わる法規制の改正に伴う対応


	23_環境目標と実績｜環境とともに｜サステナビリティ _ ライオン株式会社_
	⻑期環境⽬標「LION Eco Challenge 2050」
	2030年に向けた取組み状況
	環境負荷低減に向けた活動

	ライオングループの気候変動に対する取り組み
	温室効果ガス削減⽬標がSBTイニシアチブの1.5℃⽬標認定を取得

	エコ‧ファーストの約束
	エコ‧ファースト推進協議会

	環境に関する外部イニシアチブへの参画

	24_TCFD提言に基づく情報開示｜環境とともに｜サステナビリティ _ ライオン株式会社＿
	シナリオ分析の概要
	シナリオ分析結果まとめ

	25_脱炭素社会の実現｜環境とともに｜サステナビリティ _ ライオン株式会社＿
	考え⽅
	全体像

	26_事業所活動におけるCO2排出量削減｜脱炭素社会の実現｜環境とともに｜サステナビリティ _ ライオン株式会社＿
	省エネルギー活動の推進
	再⽣可能エネルギーの活⽤
	⾃家消費⽤太陽光発電設備の導⼊
	購⼊電⼒の再⽣可能エネルギー化

	カーボンオフセット

	27_ライフサイクルにおけるCO2排出量削減｜脱炭素社会の実現｜環境とともに｜サステナビリティ _ ライオン株式会社＿
	サプライチェーン全体での温室効果ガス排出量
	国内事業所のスコープ1、2別の温室効果ガス排出量（千トン）
	海外事業所のスコープ1、2別の温室効果ガス排出量（千トン）
	CDP「サプライヤー‧エンゲージメント評価」で最⾼評価の「サプライヤー‧エンゲージメント‧リーダー」を5年連続で獲得

	物流部⾨における取り組み
	エコレールマークの認定
	異業種連携による持続可能な物流体制の構築と環境対応
	ロジスティクスEDIの構築


	28_資源循環型社会の実現｜環境とともに｜サステナビリティ _ ライオン株式会社＿
	考え⽅
	全体像

	29_資源循環｜循環型社会の実現｜環境とともに｜サステナビリティ _ ライオン株式会社＿
	包装‧容器のサステナブルな材料の使⽤
	古紙パルプを配合した再⽣紙の活⽤
	再⽣プラスチックの活⽤
	容器‧包装材料に植物由来のプラスチックを使⽤

	3R（Reduce<削減>、Reuse<再利⽤>、Recycle<再資源化>）の推進
	容器包装リサイクル制度に基づく使⽤済み容器のリサイクル
	プラスチック製品及び容器‧包装材料の資源循環を推進
	パートナーシップでプラスチック容器‧包装資源の循環を推進
	使⽤済みつめかえパックの店頭回収･リサイクル実証実験
	実証実験の概要
	つめかえパックの⽔平リサイクル実証

	「ハブラシ‧リサイクルプログラム」とは
	ハブラシリサイクルの再⽣材を猫トイレへ採⽤


	資源循環型社会の実現へ向けた活動
	「プラっとサーチ」で環境配慮設計事例を公開

	廃棄物の削減
	事業所でのゼロエミッション（国内）
	廃棄物量の推移（海外）
	産業廃棄物処理施設の維持管理の状況に関する情報



	30_水使用量削減｜循環型社会の実現｜環境とともに｜サステナビリティ _ ライオン株式会社＿
	事業活動での⽔使⽤量と排⽔量の推移（国内‧海外）
	千葉⼯場の排⽔リサイクル設備

	消費者による製品使⽤時の⽔使⽤量削減
	節⽔に役⽴つ製品
	『アクロン スマートケア』
	『CHARMY Magica 速乾＋（プラス） カラッと除菌』
	『おふろのルック』
	『ルックプラス おふろの防カビくん煙剤』
	『ソフトインワン シャンプー』
	『ルックプラスまめピカ トイレのふき取りクリーナー』
	海外における節⽔製品


	31_自然との共生（生物多様性）｜環境とともに｜サステナビリティ _ ライオン株式会社＿
	考え⽅
	⽣物多様性⽅針
	全体像

	32_生物多様性保全活動｜自然との共生（生物多様性）｜環境とともに｜サステナビリティ _ ライオン株式会社＿
	事業所での活動
	事業所での⽣物多様性保全活動の基本原則
	各事業所での取り組み

	界⾯活性剤の環境影響調査
	若⼿研究者への⽀援


	33_環境コミュニケーションの推進｜環境とともに｜サステナビリティ _ ライオン株式会社＿
	考え⽅
	全体像

	34_イベント、地域・各種団体との交流｜環境コミュニケーションの推進｜環境とともに｜サステナビリティ _ ライオン株式会社＿
	イベント
	地域‧各種団体との交流
	千葉‧⼤阪⼯場でのレスポンシブル‧ケア＊活動
	各種団体への協⼒


	35_活動を通じた環境コミュニケーション｜環境コミュニケーションの推進｜環境とともに｜サステナビリティ _ ライオン株式会社＿
	ライオン⼭梨の森
	ハブラシリサイクル
	ライオン 美ら action
	⾬活アイデアコンテスト

	36_学術支援を通じた環境コミュニケーション｜環境コミュニケーションの推進｜環境とともに｜サステナビリティ _ ライオン株式会社＿
	37_化学物質管理｜環境とともに｜サステナビリティ _ ライオン株式会社＿
	考え⽅
	化学物質管理⽅針
	全体像
	化学物質管理の各段階における取り組み
	製品に使⽤する化学物質の選定
	⽇本：化審法＊1への対応
	EU：REACH＊2への対応
	韓国：化評法＊3への対応
	PRTR制度対象物質総排出量の管理
	⼤気に配慮した⽣産活動
	⽔質に配慮した⽣産活動
	輸送時の安全性情報の提供
	環境への影響調査
	製品含有化学物質管理

	懸念化学物質の削減•廃⽌への取り組み
	ノニルフェノールエトキシレート（NPE）への対応
	ペルフルオロオクタン酸（PFOA）への対応


	38_化学品事業の環境配慮技術｜環境とともに｜サステナビリティ _ ライオン株式会社＿
	持続可能な資源の利⽤に貢献する製品
	省エネルギーに貢献する製品
	⾃然環境の保全に貢献する製品

	39_オーラルケア習慣の定着化に向けた取り組み｜健康な生活習慣づくり｜サステナビリティ _ ライオン株式会社＿
	考え⽅
	予防⻭科（セルフケア）
	セルフケア（⾃分で「予防⻭科」）
	⻭みがきのうた‧動画‧ポスター
	⻭みがきのうた「イ〜ハ〜」 作詞‧作曲‧うた：吉⽥⼭⽥
	動画（みがきかた編）
	動画（アニメーション編）
	⻭みがき順番ポスター
	昼⻭みがき促進
	デンタルフロス使⽤促進


	「お⼝にいい！」と「環境にもいい！」の実現でSDGsにも貢献
	⻭ブラシ交換デーの制定
	ハブラシリサイクルの推進
	お⼝のフィットネスサービス『ORAL FIT（オーラルフィット）』
	⼦どもの成⻑⾒守りサービス『おくち育』
	⻭ぐきチェックツール『HAGUKI CHECKER（ハグキチェッカー）』
	〜チェックの内容〜
	ライフステージ別オーラルケア普及啓発活動


	乳幼児
	0才からの「予防⻭科」の推進

	⼩学⽣
	国内外累計約273万名以上の⼦どもたちを対象に「全国⼩学⽣⻭みがき⼤会」を開催
	⽇本をはじめアジア各地の⼦どもたちも参加
	キッザニアでの職場体験
	オーラルヘルスケアリーダー養成
	法⼈向けウェルビーイングサポートサービス



	予防⻭科（プロケア）
	プロケア（⻭科専⾨家による予防⻭科）
	お⼝の健康状態の⾒える化（SMT）
	⻭科医院の「予防⻭科」実践サポート（Lサポ）

	インクルーシブ‧オーラルケア
	研究•学術（「予防⻭科」研究）
	産学連携
	ライオン学術賞
	ライオン学術賞授賞式

	オーラルケアに関する情報

	40_清潔・衛生習慣の定着化に向けた取り組み｜健康な生活習慣づくり｜サステナビリティ _ ライオン株式会社＿
	考え⽅
	活動⽅針
	正しい清潔‧衛⽣習慣づくり
	従業員参画
	事業を通じた普及活動
	地域コミュニティ
	海外での取り組み

	災害時の清潔健康ケア
	プロの⼿指衛⽣管理
	清潔‧衛⽣分野の「AI/IoT」に関する取り組み
	清潔•衛⽣分野の「学術•研究」に関する取り組み

	41_従業員とともに｜サステナビリティ _ ライオン株式会社＿
	基本的な考え⽅
	全体像

	42_人材開発｜従業員とともに｜サステナビリティ _ ライオン株式会社＿
	考え⽅
	ライオンの求める⼈材像
	キャリア⾃律⽀援策
	多⾯⾏動能⼒測定
	タレントマネジメントシステム
	お仕事図鑑
	ライオン‧キャリアビレッジ（LCV）

	キャリア開発プログラム概要
	キャリアデザイン‧サポート
	新⼈受⼊れプログラム
	フォローアッププログラム
	マーケティング学習プログラム
	グローバル学習プログラム
	マネジメント導⼊プログラム
	副業制度
	NOIL
	関係性向上プログラム
	国内留学制度
	次世代リーダー育成


	43_ワークライフエンリッチメントの推進｜従業員とともに｜サステナビリティ _ ライオン株式会社＿
	中⻑期的なライフプランの実現（仕事と介護∕仕事と育児）
	仕事と介護 両⽴⽀援施策
	仕事と育児 両⽴⽀援施策
	次世代育成⽀援対策推進法への取り組み

	従業員が求める⽇々のライフスタイル実現のためのワークスタイル
	労働時間管理と有給休暇取得促進
	⾃律した働き⽅の促進へルールを改定
	スマートワーク
	ボランティア休暇制度
	従業員意識⾏動調査


	44_ダイバーシティ＆インクルージョンの推進｜従業員とともに｜サステナビリティ _ ライオン株式会社＿
	ダイバーシティ＆インクルージョンの重要性と理解を深める
	⼥性活躍推進の取り組み
	⼥性の職業⽣活における活躍の推進に関する法律に基づく⼀般事業主⾏動計画

	外国籍従業員の登⽤
	中途採⽤者（キャリア⼊社者）の登⽤
	障がいのある⽅の採⽤‧活躍推進
	多様な働き⽅
	配偶者転勤時サポート制度
	定年退職者再雇⽤制度
	リターン制度


	45_従業員の健康増進｜従業員とともに｜サステナビリティ _ ライオン株式会社_
	考え⽅
	指針
	健康経営戦略マップ:
	推進体制
	健康サポート室

	健康サポート “GENKI＊" アクション
	1. 健康管理システム“GENKIナビ"の活⽤
	2. 予防⻭科＊習慣の浸透
	予防⻭科プログラム
	予防⻭科の実践（プロケア受診の促進）

	3. がん対策の強化
	4. 禁煙への取り組み強化

	健康管理の深化
	健康診断
	【特徴的な健康診断‧⻭科健診の内容】
	特定健康診査（特定健診）＊1‧特定保健指導＊2への対応
	若年層ハイリスク者へのサポート
	DX部⾨との連携
	ストレスチェック
	感染症対策
	新型コロナウイルス感染予防
	インフルエンザ感染予防

	海外勤務者の健康管理

	健康⾏動の習慣化
	健康ポイント
	給⾷委員会の開催
	従業員へのスポーツ機会の提供
	健康⾏動が習慣化しやすい環境づくり

	ヘルスリテラシーの向上
	健康⽩書「GENKIレポート」
	メンタルヘルスケア‧ラインケア促進への取り組み
	50歳健康づくりセミナー
	性特有の健康課題に対する取り組み

	⼥性特有の健康課題
	男性特有の健康課題
	「健康経営銘柄 2024」に２年連続選定


	ライオン従業員「予防⻭科」関連データ＊
	セルフケア
	プロケア
	従業員のお⼝のデータ
	企業向けオーラルケアセミナー


	46_労働安全管理体制の充実｜従業員とともに｜サステナビリティ _ ライオン株式会社_
	考え⽅
	安全衛⽣防災⽅針の制定
	推進体制
	トップ安全監査

	緊急事態への対応
	取り組み（設備安全∕労働安全）
	設備安全
	労働安全
	労働災害指数
	グローバルでの取り組み


	47_労使関係｜従業員とともに｜サステナビリティ _ ライオン株式会社＿
	良好な労使関係のために
	考え⽅

	労働組合
	考え⽅
	推進体制
	取り組み
	Lion Corporation (Korea) が「労使⽂化⼤賞  国務総理賞」を受賞!

	労使関係データ

	48_人権の尊重｜サステナビリティ _ ライオン株式会社＿
	基本的な考え⽅
	ライオン⼈権⽅針
	推進体制

	49_人権侵害防止への取り組み｜人権の尊重｜サステナビリティ _ ライオン株式会社＿
	⼈権デューディリジェンス
	当社グループの事業活動で想定される⼈権リスクの概要
	当社グループの事業活動で想定される⼈権課題の抽出
	⼈権に対する影響評価と⾃社にとっての優先課題（顕著な⼈権課題）の特定
	救済へのアクセス（苦情処理メカニズムの設置）

	コミュニケーション
	当社グループにおけるリスクアセスメント
	サプライヤーにおけるリスクアセスメント

	バリューチェーン上における⼈権侵害防⽌の取り組み
	•一
	*‘縛珊！ l；9
	原材料調達における取り組み
	（1） 原材料調達
	お客様の使⽤における取り組み

	ハラール認証商品例



	50_サプライチェーンとともに｜サステナビリティ _ ライオン株式会社＿
	51_原材料メーカーや生産委託先とのサステナビリティの推進｜サプライチェーンとともに｜サステナビリティ _ ライオン株式会社＿
	「ライオングループ サプライヤーCSRガイドライン＊1」に基づくセルフチェック
	結果概要
	重要なサプライヤー
	⾼リスクサプライヤー
	新規サプライヤーの選定

	サプライヤーエシカル情報共有プラットフォーム（Sedex＊）への加⼊
	持続可能な調達に向けた従業員研修

	52_持続可能な原材料調達に向けて｜サプライチェーンとともに｜サステナビリティ _ ライオン株式会社＿
	考え⽅
	持続可能なパーム油の調達を⽬指して
	持続可能な紙‧パルプの調達を⽬指して
	サプライチェーンに関する外部イニシアチブへの参画
	「グローバル購買担当者会議」の開催
	グリーン購⼊
	商品包装に使⽤しているインキのバイオマスインキへの変更


	53_安心・安全な商品のために｜サステナビリティ _ ライオン株式会社＿
	基本的な考え⽅
	全体像

	54_品質保証、安心・安全への取り組み｜安心・安全な商品のために｜サステナビリティ _ ライオン株式会社＿
	考え⽅
	品質⽅針
	ライオングループの信頼性保証体制
	品質保証への取り組み
	「製品マネジメントシステム」の整備‧運⽤
	品質監査
	海外グループ会社間の品質管理ネットワークの強化

	安⼼•安全への取り組み
	原料および材料の安全性
	商品使⽤時の安全性
	⾝体トラブル情報の⼀元管理体制

	責任ある表⽰•広告の取り組み
	基本的な考え⽅
	OTC医薬品＊事業における表⽰•広告
	⾷品事業における表⽰•広告
	消費者庁からの広告表⽰に関する勧告について
	適正使⽤に向けた取り組み
	アレルギー表⽰
	販売地域の⾔語での表⽰

	『キレイキレイ ハンドソープ』の表⽰例
	従業員の教育•研修

	OTC医薬品

	薬品安全性に関する外部イニシアチブへの参画
	医薬品の安全性に関する活動
	関連する業界団体への参画

	動物実験に対する⽅針

	55_お客様の声にお応えする取り組み｜安心・安全な商品のために｜サステナビリティ _ ライオン株式会社＿
	考え⽅
	全体像
	消費者志向⾃主宣⾔
	『消費者志向経営優良事例表彰』を2年続けて受賞

	2023年の相談概要
	お客様の声を活かした情報の発信
	従業員の積極的活動
	お客様の声を活かす⾵⼟の醸成
	顧客視点の理解を⾏動変⾰に
	お客様にご満⾜いただける応対を⽬指した取り組み
	更なる製品‧サービスの品質改善およびお客様満⾜の向上を⽬指して


	56_お客様への情報提供の強化｜安心・安全な商品のために｜サステナビリティ _ ライオン株式会社＿
	くらしに役⽴つ⽣活情報の発信と啓発活動
	「暮らしのマイスター」の活動紹介
	サステナビリティ コミュニケーション冊⼦の発⾏

	視覚障がい者対応の取り組み
	情報提供のはじまり
	「さわってわかる⻭みがきの本」について
	製品のバリアフリー
	活動の履歴


	57_ESGデータ・第三者検証｜ライオンのサステナビリティ｜サステナビリティ _ ライオン株式会社＿
	58_ESGデータ　環境｜ESGデータ・第三者検証｜ライオンのサステナビリティ｜サステナビリティ _ ライオン株式会社＿
	過去のデータに誤りがあり、数値を修正しました。
	事業所活動におけるCO2排出量の推移
	事業活動におけるエネルギー総使⽤量の推移
	事業所活動における再⽣可能‧⾮再⽣可能エネルギー総使⽤量の推移
	事業所のスコープ1、2別の温室効果ガス排出量
	原材料使⽤量の推移（国内、家庭品のみ）
	容器•包装材料使⽤量の推移（国内、家庭品のみ）
	容器•包装材料使⽤量の推移（国内と海外の合計、家庭品のみ）
	事業活動での⽔使⽤量（取⽔量）の推移
	商品のライフサイクルにおける⽔使⽤量の推移
	廃棄物総発⽣量•廃棄物最終処分量•有価物総量の推移
	各種廃棄物関連量の推移（国内海外合計）
	千葉⼯場

	PRTR対象物質総排出量の推移（国内）
	環境保全コスト
	環境保全対策にともなう経済効果（実質的効果）
	環境効率と環境負荷⾦額（2005年⽐）の推移

	59_ESGデータ　社会｜ESGデータ・第三者検証｜ライオンのサステナビリティ｜サステナビリティ _ ライオン株式会社＿
	ダイバーシティ＆インクルージョン
	ワークライフエンリッチメント
	⼈材開発
	主要原料におけるRSPO認証品への切替⽐率（国内）
	主要商品における国内原紙メーカーからの第三者認証紙の調達⽐率
	セルフチェックを依頼した⼀次サプライヤー数と回答率
	重要なサプライヤーの状況

	60_ESGデータ　ガバナンス｜ESGデータ・第三者検証｜ライオンのサステナビリティ｜サステナビリティ _ ライオン株式会社＿
	61_第三者検証｜ESGデータ・第三者検証｜ライオンのサステナビリティ｜サステナビリティ _ ライオン株式会社＿
	62_サステナビリティ発行物ダウンロード｜サステナビリティ _ ライオン株式会社＿
	ライオン 統合レポート2024
	Our Purpose
	Our Strategy
	3つの成⻑戦略①
	3つの成⻑戦略②
	3つの成⻑戦略③
	サステナビリティ

	Corporate Governance
	Performance∕Data

	ライオン サステナビリティWebサイト2024＜PDF版＞
	2023年度版 バックナンバー

	バックナンバー
	LION's SUSTAINABILITY SDGsの取組み
	2024年度版
	2023年度版 バックナンバー
	2022年度版 バックナンバー
	2021年度版 バックナンバー

	ライオン サステナビリティコミュニケーションブック
	ライオンのエコ•パンフレット
	災害時のための清潔＆健康ケアBOOK 印刷⽤PDFファイル

	63_イニシアチブ・外部評価｜ライオンのサステナビリティ｜サステナビリティ _ _ ライオン株式会社＿
	イニシアチブへの参画
	国連グローバル‧コンパクトへの参加
	その他

	SRIインデックス組み⼊れ状況
	評価•認定•受賞

	64_ステークホルダー・エンゲージメント｜ライオンのサステナビリティ｜サステナビリティ _ ライオン株式会社＿
	考え⽅
	ライオンの主なステークホルダー
	ステークホルダー‧エンゲージメント
	ステークホルダー‧ダイアログの実施

	65_社会貢献活動｜ライオンのサステナビリティ｜サステナビリティ _ ライオン株式会社＿
	考え⽅
	全体像
	宮城県⽯巻市
	⼭梨県⼭梨市
	⾹川県坂出市
	東京都墨⽥区
	東京都台東区

	教育⽀援活動
	従業員の参画
	リカジョ育成イベントへの参画
	理系学⽣向け教育⽀援活動
	ボランティア研究員による科学教室の実施

	スポーツ振興活動
	ライオンラグビー部「ライオンファングス」による活動

	ジェンダー平等に向けた活動
	Kaji×Kaji ハッピーシェア

	地域共⽣活動
	⼯場⾒学
	⼯場‧オフィス周辺の清掃活動
	関⼝川の清掃に参加（⼩⽥原事業所）
	神栖市海岸清掃の活動（ライオンケミカル（株）ファインケミカル事業所）
	各事業所での⽣物多様性保全活動


	寄付活動（フィランソロピー活動）

	66_編集方針・各種ガイドライン対照表｜サステナビリティ _ ライオン株式会社＿
	編集⽅針
	統合レポート
	サステナビリティWebサイト
	対象組織
	対象期間



	67_ISO26000 対照表｜編集方針・各種ガイドライン対照表｜サステナビリティ _ ライオン株式会社＿
	68_GRIサステナビリティ・レポーティング・スタンダード対照表｜編集方針・各種ガイドライン対照表｜サステナビリティ _ ライオン株式会社＿
	［利⽤に関する声明］
	［利⽤したGRI１］

	69_国連グローバル・コンパクト　COP対照表｜編集方針・各種ガイドライン対照表｜サステナビリティ _ ライオン株式会社＿
	70_環境報告ガイドライン（2018年版）対照表｜編集方針・各種ガイドライン対照表｜サステナビリティ _ ライオン株式会社＿
	71_関連リンク｜サステナビリティ _ ライオン株式会社＿
	ライオンのSDGsへの取り組み｜サステナビリティ _ ライオン株式会社＿
	LION's SUSTAINABILITY 2024
	2023年度版 バックナンバー
	2022年度版 バックナンバー
	2021年度版 バックナンバー

	SDGs未来の授業
	ライオンのSDGsの取組み
	健康な⽣活習慣づくり
	① オーラルヘルスケア習慣の普及活動
	主な活動

	②  清潔•衛⽣習慣の普及活動
	主な活動
	サステナブルな地球環境への取組み推進


	③ 環境保全活動
	主な活動






